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2023‐24 年度 国際ロータリー 

第１１回全国インターアクト研究会 神戸会議 プログラム 

大会テーマ 「未来のリーダーを育てるロータリー」 

●１日目（6月15日） 

12：00 開場・登録受付 司会・進行 三木  健義 

13：00 開会点鐘 第 2680 地区ガバナー 安行  英文 

 国歌「君が代」斉唱 

 ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 ソングリーダー 飯田美奈子 

 開会挨拶 第 2680 地区ガバナー 安行  英文 

  国際ロータリー理事 佐藤  芳郎 

  TRF 管理委員 三木     明 

13：25 テーマ・本研究会の趣旨説明 地区実行委員長 黒田  建一 

13：30 「危機管理とファシリテーション」 地区実行委員長 黒田  建一 

14：20 IAC 海外旅行保険等について RIJYEM 事務統括・保険管理 津留  起夫 

14：30 休憩 

14：40 パネルディスカッション 「未来のリーダーに届けるべき指導者像」 

賀川豊彦記念館 馬場 一郎氏／安行 英文ガバナー／吉岡 博忠パストガバナー 

16：20 休憩 

16：30 当地区の取り組み 環境紙芝居（事例発表） 環境の保護委員長 城        守 

16：50 終了 

17：00  全体写真 

17：30   懇親会 所感・乾杯 国際ロータリー理事エレクト 水野     功 

19：30  ご挨拶・中締め ガバナーエレクト 矢坂  誠徳 

                      

●2日目（6月16日） 

8：00 受付開始 

8：30 全国地区青少年奉仕委員長会議 （207会議室） 

9：00 分科会 

第一分科会 インターアクトの国際理解と社会奉仕活動（207会議室） 

 第 2680 地区ガバナー 安行  英文 
 

第二分科会 インターアクトの組織と運営 （307会議室） 

 地区次々期代表幹事 三木  健義 
 

第三分科会 インターアクトと危機管理 （307会議室） 

（RI 認定保険等を含む） 地区実行委員長 黒田  建一 

10：30 休憩  
 

10：40 分科会テーマに基づくフォーラム（分科会発表） 

11：30 総評 TRF 管理委員 三木     明 

11：35 次回開催地紹介・ホスト地区挨拶 第 2600 地区パストガバナー 桑澤  一郎 

11：45 謝辞 

12：00 閉会点鐘 第 2680 地区ガバナー 安行  英文 

 



 

 

 

 

15 June 2024  
Dear Interactors and members of Rotary,  
Welcome to the 2024 All Japan Interact Institute. I believe that 
Interact is one of the most important parts of Rotary. It helps provide 
the leaders of tomorrow to become better people, while developing 
their skills to help other people. There is no better way to begin a 
lifelong commitment to Service above Self.  
This Institute is a wonderful opportunity for all participants to expand 
your networks and knowledge of the opportunity Interact presents. 
For the Interactors, it builds awareness about what Rotary can do for 
you, while learning about all the good Rotary does in the world. For 
members of Rotary, this Institute can inspire you to place a high priority on nurturing an 
enduring relationship with the next generation.  
Thank you so much for taking your time to be a part of this extraordinary experience and 
for sharing your Rotary stories across Japan and the rest of the world. This is how we Create 
Hope in the World and how we inspire the world to focus on our future.  
 

 

 

 

 

 

 

インターアクターとロータリアンの皆様 
インターアクターおよびインターアクト研究会ご参加者の皆様へご挨拶申し上げます、2024 年全国インタ

ーアクト研究会へようこそ。私は、インターアクトがロータリーの最重要要素のひとつであると信じており

ます。  

インターアクトは他者を助けるスキルを培いつつ、明日のリーダーにより良い人間となるための能力を提

供します。生涯にわたる超我の奉仕との関わりの第 1 歩としてこれ以上の方法はありません。参加者全員に

とってこの研究会は、そのネットワークを拡大し、インターアクトが提供する機会についての知識を深める

素晴らしいチャンスです。インターアクターにとっては、ロータリーが世界で行っているあらゆる良いこと

について学びながら、ロータリーが自分達に何をしてくれるのかについて認識を深めることができます。ロ

ータリーの会員にとっては、この研究会が、次世代との永続的な関係を育むことに高い優先順位を置こうと

強く思うきっかけとなるでしょう。このような特別な体験のために時間を割いていただき、また、日本や世

界各地でロータリーの話を共有していただき、本当にありがとうございます。こうして我々は世界に希望を

生み出しており（Create Hope in the World）、私たちの未来に目を向けるよう世界に働きかけているのです。 

 

R. Gordon R. McInally 

2023-24 年度 国際ロータリー会長 

 



 

ご挨拶 
 

 

2022-24 年度 国際ロータリー理事 

佐藤 芳郎 

（岡山南ロータリークラブ） 

 

 ロータリー・インターアクトクラブの活動を通じて、青少年が奉仕の重要性を理解して、将来ロータリー

の世界平和に向けた奉仕活動を実践すべくご指導いただいている皆様に、神戸にご参集いただき、誠に有難

うございます。御存知のようにロータリーは五大奉仕部門の一つに「青少年奉仕」を掲げ、青少年や若い世

代の社会人がリーダーシップ能力を伸ばせるように支援して、我々の奉仕の理念を引き継いでもらうことを

望んでいます。この意味から、インターアクトクラブは若い人達が奉仕活動を体験し、将来地域やグループ

をリードする能力を学ぶことを目指していますが、この研究会ではそれをより効果的に実践する方法、及び

成果の見られた事例紹介、並びに今後対処すべき項目を検討いたします。 

 マッキナリー本年度 RI 会長は｢世界に希望を生みだそう｣を年度テーマに、ロータリアンとローターアクタ

ーを核とするロータリーファミリーが積極的に活動して、世界の各地で｢多彩な希望｣を生みだすことを提唱

しています。また、アーチック RI 会長エレクトは、「ロータリーのマジック」を次年度テーマに掲げ、各々

が世界中で素晴らしい奉仕活動を繰り広げて、マジックのような目を見張る成果が達成されることを期待し

ます。 

 RI では従来からの「単年度主義」に加えて、今後の各リーダーの協議で｢３年間の目標｣を策定する｢継続

性｣の加味を強調しています。ロータリーの第2世紀に入って、RIは時代の変化に合った変革が不可欠と考え

ており、加盟各クラブにもさらなる発展を目指す｢進化｣をお願いしています。そして、奉仕面では引き続い

てポリオ根絶と人道奉仕７重点項目に注力しています。2023暦年でポリオ天然株発症報告は12例でしたが、

発生はアフガニスタンとパキスタンの国境地帯の狭い範囲に限定され、ワクチンの重点投与で根絶の可能性

が見えていると言われます。ロータリーが最優先事項に掲げるポリオ根絶活動で、近い将来には人類史上２

番目の感染症根絶が達成されることでしょう。また近年、奉仕の重点項目に追加された｢環境｣分野や、マラ

リア感染削減等の実績のあった人道的奉仕事業の中から抽出して、重点的に資金投下する｢大規模プログラム

補助金｣が成果を上げています。 

 他方、会員数は世界合計では横這いですが、アジア・アフリカで増加している反面、ロータリー先進国で

ある米国・英国・豪州・ヨーロッパ等での減少が目立ちます。日本も例外ではなくこの数年会員減少が続い

ています。RI では、世界中で画一的に運営されるロータリーが地域実態に合わなかったり、IT を多面的に活

用する若い人達の興味を引かないのではないかと危惧して、パイロットゾーンでの「地域化」実験に着手し

ました。 

 このような環境下で、若い人達にロータリーの奉仕実践に理解を深め、奉仕の理念と世界平和に向けた活

動に共感して、若い力で引き継いでもらう活動を推進することには大きな意義があると考えます。インター

アクトクラブの活動を通じてロータリーの奉仕精神の浸透を図り、若い人達が世界平和を目指せるプログラ

ムを開発・普及させていただきたいと祈念致します。そしてこの研究会が御参加のお一人お一人が世界で希

望を生み出す一助になり、また各地でマジックのような素晴らしい奉仕を実現されるきっかけとなることを

期待しております。また、青少年奉仕に人一倍ご理解を示される皆様が、想いの同じお仲間と存分に情報交

換されて、より一層友情を深められることを心より希望致します。 

                                                      

 



 

 

第 11 回全国インターアクト研究会に寄せて   

 

 

ロータリー財団管理委員 

元国際ロータリー理事 

三木 明 

（姫路ロータリークラブ） 

 

 

第 11 回全国インターアクト研究会を神戸の地で開催されますこと大変嬉しく思い、全国からご参加くださ

いました皆様に心から厚く御礼申し上げます。 

 「未来のリーダーを育てるロータリー」のテーマのもと、インターアクトに関わる皆さまが全国からお集り

下さいましたことは、準備を重ねて参りました関係者にとり大きな喜びであります。心から感謝申し上げま

す。 

この機会に大いに語り合って頂き、情報交換と親睦の場となりますことを願っております。 

ロータリーでは、青少年奉仕を「育てる奉仕、共にする奉仕」とうたっております。 

1962 年にアメリカ・フロリダ州メルボルン高校で産声をあげたインターアクトクラブは、現在世界 145 か

国に 15000 を数えるクラブがあり、インターアクターの数は 35 万人にまで育ってまいりました。中学生、高

校生の多感な時代に世界のインターアクターと交流を深め、異文化を学び国際理解を深めるとともに地元地

域のニーズに応えるボランティア活動を通してリーダーシップを学ぶ素晴らしい機会が与えられています。 

ロータリーの崇高な理念、精神を一人でも多くの若者たちに分かち合い、究極の世界平和を追い求める将

来の素晴らしい人材を育てることは私たちに与えられた大きな役割のひとつであります。彼らは私たちが気

が付かない素晴らしいアイデアを示してくれ、力強く行動してくれることでしょう。 

私自身、高校生のころインターアクターでありました。当時、多くのロータリアンに人を大切にする心を教

えて頂き、世界や地域の人々に手を差し伸べお手伝いができることの喜びを実感しています。 

インターアクトクラブの顧問教諭の先生方にも衷心から感謝を申し上げます。インターアクターと学校の

橋渡し役として、また彼らの相談役として、なくてはならない大きな存在です。そして、先生方からの貴重

なお話、情報はロータリー関係者にとり学ぶことが多いものです。 

 

ロータリーは、若い人々に向けてインターアクト、青少年交換、ライラセミナーなど多くの歴史あるプロ

グラムを提唱しています。 

インターアクターにインターアクトのみならず様々な青少年プログラムをご紹介ください。さらに大きな

世界が広がることでしょう。そして、やがてはロータリーの門をたたいて、生涯ロータリーを楽しんでもら

えることを期待しています。 

今、国際ロータリーでは、若い人びとに大いに期待しています。明日のローターアクター、ロータリアン

は私たちのすぐそばにいるのです。 

私たちは、この若いインターアクターが、次なるロータリー世界を支えてくれると確信しています。 

 



 

 

第 11 回全国インターアクト研究会を終えて 

 

2023-24 年度 

国際ロータリー第 2680 地区ガバナー   

安行 英文 

(三田ロータリークラブ) 

 

 

 

さて、このインターアクト全国研究会での 1泊 2日間はどうでしたでしょうか。 

インターアクトはやがて中学や高校を卒業していくわけですが、昨今、インターアクトを取り巻く様々な

環境は目まぐるしく変化しています。中でも国際的な視野で物事をみると、世界中ではまだまだ大変な状況

におかれている人たちはたくさんいます。 

その現実に対し、私たちはどう受け止め、何をできるかということを、我々インターアクターと共に活動

している大人たちが彼らに投げかけ、共通の理解をしなければならない時代となっています。 

 そんな中で、子供たちの周りには危機がたくさん潜在しており、これを今一度確認するための集まりが必

要であるということが今回の目的の一つとしてありました。 

次に国際的な関係を考えるうえで、日本と響き渡る心、「思いやる心」というものをもう一度考え直してみ

ようと考えました。つまり「日本という方法」についてです。日本で初めて器に独自の「セット感覚」を持

ち込んだのは古田織部でした。５客の向こう付けの文様が一見揃っているようでいて、よく見ると一つひと

つが形も文様も違うというふうになっています。ところが、現在の日本はこれがうまくできなくなっている。

世界のスタンダードに合わせて、何もかも同型・同質に揃えようとしすぎています。人に当てはめれば、み

んな同じでなければならない、没個性化なんです。このように同型・同質にするのではなく、不揃いであり

ながら揃えていくのが日本流です。 

 だから、それぞれの個性があって、みんながそれを尊重していくことがとても大事だということですね。

ひとり一人を尊重する心と思いやる心が世界を救うことが出来る。このことを今回お伝えすることができて

おれば汗顔の至りに存じます。何かと不行き届き、ご迷惑をおかけしたことと思いますが、何とぞロータリ

ーの寛容の心でお許しいただきたく存じます。 

何か今後の皆様の活動の一翼を担えればと報告書を作成いたしました。 

どうぞご笑納いただければ幸いです。 

  



 

 

全国インターアクト研究会を終えて 

危機管理とファシリテーション 
 

第 11回全国インターアクト研究会 

地区実行委員長 

地区青少年奉仕・危機管理委員長 

黒田 建一 

（西宮イブニングロータリークラブ） 

 

 

 

全国レベルの研究会においては通例となっている地区委員長会議は、２日目午前８時 30 分から開催されま

した。当地区実行委員会総務担当委員長白井良夫氏（伊丹RC）が議長となり、議題である次年度第12回全国

インターアクト研究会開催地区決定の件が審議され、国際ロータリー第 2600 地区（長野）とすることが満場

一致で決定されました。その後、RIJYEM（RIJYEM は現在、全国のロータリー青少年活動のプラットフォーム

化を図っています）からインターアクトについて、恒常的な全国地区間の連絡体制をとることについての提

案がありました。RIプログラムの内、ロータリー青少年交換とRYLAについては既に国内地区間の組織化が完

了しています（青少年交換は RIJYEM、RYLA は全国 RYLA 連絡会）。インターアクトはインターアクトクラブと

学校が関係しますから、全国組織をどの様に組織化するかという問題があります。地区間の情報交換は現在

全国研究会での分科会や懇親会などで行われている状態ですが、継続的な課題などについては協議も難しく、

危機管理の問題も念頭に置きますと、早晩何らかの地区間の連絡体制をとる必要がある様に思います。今年

度は問題提起で終えておりますが、今後も各地区で検討をお願い致したい課題であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

危機管理とファシリテーション 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

IAC 海外旅行保険等について 

RIJYEM 事務統括・保険管理 津留 起夫（RID2790・市原 RC） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

          

     

                    

            

      

        

     

                 

 
 
 
 
 

 

           

                 

                                

              

     



 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

                                 

    
            

          

        

                                 

                 

             
                  



 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

   

        

      
   

      

                                 

   

                                      

                            

                   

                                      

                                       

                                             

                                      

                                  



 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

                                 

   

               

                     

                           

                                       

                    

             

 

           

                 

                                

              

                                 



 

 

パネルディスカッション 未来のリーダーに届けるべき指導者像 

◆ 当日の様子は、以下のリンクまたは QR コードより動画にてご視聴いただけます。 

 

動画：https://youtu.be/sMJbjusUnGQ  

  
 
賀川豊彦氏の弱者の側に立った「友愛の経済学」という理念について今井鎮雄氏の YMCA とロ

ータリー、そして福祉コミュニティ、深川純一氏のロータリー哲学、その職業倫理と人材育

成以上の先達の思想をたどりながら、現代社会に携わるうえで、何が求められているのか、

インターアクトの生徒たちに対する指導者としての心構えなどを明らかにしていきたい。 

「共に生きる社会」とはどのようなものなのか。皆様とともに考えたい。 

馬場 一郎 
社会福祉法人イエス団理事・賀川記念館館長 

生活協同組合コープこうべ理事長         

大学卒業後、銀行に就職。1984年神戸YMCAに転職。野外活動、進学教育、
学習障がい児クラス、会員活動等を担当。 
2003 年賀川豊彦が設立した社会福祉法人・学校法人イエス団に転職。 
事務局長を経て保育園園長、児童館館長、児童発達支援事業管理者、幼保
連携型認定こども園園長、隣保館館長等を歴任。 
現在は社会福祉法人イエス団理事、地域福祉事業・福祉教育事業を行う賀
川記念館（隣保館）館長と生活協同組合コープこうべ理事長としての役割
を担う。 

 

 
 

安行 英文（三田ロータリークラブ） 

2023-24 年度 国際ロータリー第 2680 地区ガバナー 

1994 年三田ロータリークラブ入会 
 (独国立法人)兵庫中央病院受託研究審査委員   
 (公財)神戸 YMCA 監事  
 (社福)神戸いのちの電話評議委員 
 (社福)ひょうご障害福祉事業協会(はんしん自立の家・はりま自 

立の家・しそう自立の家) 理事              
 (社福)神戸保育会(神戸保育園・神楽こども園・元町キッズルーム)第三者委員 
 曹洞宗 観世寺・興聖寺住職 
ロータリー歴 
 地区国際奉仕委員長 
2023-24 年度 国際ロータリー第 2680 地区ガバナー 

 
吉岡 博忠（伊丹ロータリークラブ） 

2021-22 年度 国際ロータリー第 2680 地区ガバナー 

1990 年 4月  伊丹ロータリークラブ入会 
2004‐05年  伊丹ロータリークラブ会長 
2014‐18年  国際奉仕 VTT小委員長 
2016‐17年  阪神第 1グループガバナー補佐 
2018‐19年  職業奉仕委員長 
2021‐22年  第 2680地区ガバナー 
2022‐24年  会員維持増強及び公共イメージ委員会アドバイザー 
2023 年    第 2800地区 RI 会長代理（山形） 
2023‐24年  地区ロータリー財団委員長 

 

 

https://youtu.be/sMJbjusUnGQ


 

当地区の取り組み ～環境紙芝居～ 

 

 

 

ガバナーノミニー 

環境の保護小委員会 

委員長 城  守 

（姫路ロータリークラブ） 

 

環境の紙芝居は、この地区大会で最優秀賞作品を表彰し、その作品を作者自ら上演するという構想の下、

2022—23 年度当時ガバナーエレクトであった安行英文ガバナーから当小委員会に要請された複数年度にかか

る事業です。 

事業の目的は、就学前の子どもたちに環境の大切さを伝えることです。クラブの青少年奉仕委員会、ロー

ターアクトクラブ、インターアクトクラブ、学友の方々のご協力により、保育園や幼稚園などで最優秀賞作

品の紙芝居を上演し、その際にヒマワリの種を手渡し子どもたちに育ててもらいます。 

当初は環境の保存に大きな役割を担っている蜂や蝶、鳥などの「花粉媒介者（ポリネーターPollinator）」

のためにその地域に自生している草花の種を贈る予定でしたが、2022 年 2 月ロシアによるウクライナ軍事侵

攻が始まり多くの農地に被害が出ている惨状を目の当たりにして、ウクライナの平和を願いウクライナの国

花であるヒマワリの種に変更することにしました。ウクライナは世界のヒマワリ油の約 50％を生産していま

したが、この戦禍により大きなダメージを受けています。 

こうして子どもたちに育てられたヒマワリの種を各クラブに集めて提供していただき、この種をアジアン

ルートでウクライナまで各国のローターアクター自ら手渡していくというものです。この遠大な計画は次年

度にも引き継いでいかれる予定です。 

 

最優秀賞受賞作品は、 

…インターアクトクラブ部門… 【わたりどりのたび】 

滝川中学・高等学校 

 

…ローターアクト・各学友部門…【村人たちと緑の巨人】 

神戸ローターアクトクラブ 

 

地区大会では、最優秀賞トロフィーの授与後、滝川中学・高等学校からは永原麗雅さん、神戸ローターア

クトクラブからは中垣迅人さんによる語り聞かせの熱演をしていただきましたが、その秀逸な作品内容と卓

越した上演に会場から大きな拍手が沸き起こりました。 

この二つの最優秀賞作品は、地区内のロータリークラブ、ローターアクトクラブ、インターアクトクラブ、

各学友にヒマワリの種と一緒に配布し、地域の保育園・幼稚園児などに上演していただくようお願いしてい

ます。特にインターアクトクラブの活動の一つとして取り組んでいただくのを期待しています。 

 

 

 



 

環境の紙芝居 最優秀賞受賞作 インターアクトクラブ部門 
 【わたりどりのたび】滝川中学・高等学校 
 

 

 

 

 

1 
 

 

「わたりどりのたび」 
 

 

あるとき、渡り鳥さんは、旅に出ることにしま

した。 

 

2 
 

 

 

 

ある日、渡り鳥さんは、海の近くを飛んでいま

した。 

 

その時、渡り鳥さんが、 

砂浜の何かキラキラしたものに気が付き 

ました。 

   

「キラキラしている。なんだろう？」 

 

 

3 
 

渡り鳥さんが降りて近づいてみると、 

それはペットボトルなどのゴミでした。 

  

すると、どこからともなく、声がして 

きました。 

 

「タスケテ…タスケテ…」      

 



 

 

 

 

 

 

 

4 
 

 

 

渡り鳥さんが声のするほうへ向かうと、 

ペットボトルのゴミの中に、カニさんが 

いました。 

 

「中に入って遊んでいたら、出られなくなっち

ゃったんだ。たすけてよ。」 

 

と、カニさんが言いました。 

渡り鳥さんは、ペットボトルに穴をあけて、 

カニさんを助けてあげました。 

 

 

5 
 

 

 

「本当にありがとう。 

僕も、何か手伝うことができるかもしれない 

から、旅に連れて行ってよ。」 

 

とカニさんは言いました。 

 

「じゃあ、僕の背中に乗りなよ。」と、 

渡り鳥さんは言いました。 

 

 

6 
 

 

 

こうして、渡り鳥さんは、カニさんと一緒に旅

を続けました。 

 



 

 

  

 

7 
 

10 

 

しばらく飛んでいると、陸が見えて 

きました。 

 

渡り鳥さんとカニさんは、ここで少し休むこ

とにしました。 

 

 

8 
 

11 

 

「ここは、釣り人が多いね。」とカニさんは 

言いました。 

 

「そうだね。あと、ここも、ゴミがたくさん

あるね。」 

と渡り鳥さんは言いました。 

 

しばらく二人が休んでいると、小さな声が聞

こえてきました。              

「誰かいませんか？誰か～。」 

 

 

9 
 

12 

二人は、声のする方に行ってみました。 

そこには、釣り糸が絡まっているカモメさん

がいました。 

「釣り糸が、体に絡まって、動けなくなっち

ゃったんだ。」                 

とカモメさんは言いました。 

カニさんは、はさみを使って釣り糸を切っ

て、カモメさんを助けてあげました。 

「本当にありがとう。                                 

僕の友達のカメさんも困っていたんだ。 

カメさんを助けるのを手伝ってくれない？」

とカモメさんは言いました。 

 



 

 
 
 

 
 
 

 
10 

 
 
カモメさんの言うところに、三人で向かって

みると、 

そこには、お菓子の袋が引っ掛かっているカ

メさんがいました。 

「美味しいにおいがして、袋の中に入った

ら、袋が外れなくなっちゃったんだ。」      

とカメさんは言いました。 

三人は、協力して助けてあげました。 

 

 
11 

 
 
 
「ほかにも、困っている動物がいるかもしれ

ない。 

みんなで助けに行こう。」 

と、四人は一緒に、ほかの困っている動物を

助けに、旅を続けました。 

 

 
12 

 
 
 
ふと、渡り鳥さんは、思いました。 

 

「どうしたら、みんなが困らないで、 

安全に生きていけるだろう？」      

 

 

 

おしまい 



 

ローターアクトクラブ・各学友部門  
 【村人たちと緑の巨人】神戸ローターアクトクラブ 
 

 
 
 

    

1 
 

ここは、とある小さな村。 

ここでは、ずっと昔から、巨人と村人たちが 

一緒に暮らしていました。 

巨人は、とーっても大きくて、とーっても 

力持ち。 

頭に生えた大きな木。胸に流れるきれいな川。 

肩にそびえる大きな火山。体を覆うふかふかの草

原。 

どれも巨人の自慢です。 

 

 

2 
 

巨人は、村人たちが大好きです。 

巨人が、腕にフンっと力を入れると、 

自慢の火山からおいしい食べ物がどんどん 

飛び出してきます。 

巨人は、大好きな村人たちのために、 

食べ物を分けてあげました。 

 

「ほら、みんな、おいしいごはんだよ！ 

いっぱいお食べ！」 

   

村人たちも、強くて優しい巨人が大好きです。 

「やったー！僕の大好きなステーキだー！」            

「巨人さんのくれるご飯はいつもおいしいね。 

私たち、巨人さんがだーいすき。」 

 

 

3 
 

巨人が出してくれるご飯は、とってもおいしくて、

村人たちは、いつもにこにこ。 

あまりのおいしさに、村人たちは、食べても食べて

もまだまだ食べたくなってしまいます。 

「ねえねえ、巨人さん。ぼく、まだまだおいしいご

はんが食べたいよ。もっと食べ物をちょうだい。 

 

「いいよいいよ。もっとたくさん食べ物を出してあ

げよう。」     

「ねえねえ。私にもちょうだい。」 

「僕も、まだ食べたいんだ。」 

 

優しい巨人は断りません。 

「いいよいいよ、どんどん出してあげるからね。」 

 

けれど、あれ、巨人は、なんだか苦しそう。 

 



 
    

5 
 
こうして、どんどん食べ物を出し続けた巨人
は、だんだんとひょろひょろ、細くなっていき
ました。 
頭の大きな木は、ぽっきりと折れ、キレイだっ
た川はどろどろ、自慢の火山は、ぷすぷすとく
すぶるだけ。 
体を覆う草原には、ごみが散らかっています。 
巨人は、ついに動けなくなって、倒れてしまい
ました。 
      
倒れてしまった巨人は、食べ物が出せません。 
あれだけあったおいしいごはんも無くなり、 
村人たちは、おなかをすかせてしまいました。 
 
「おなかがすいたよう。」 
「巨人さん、どうしたの？どこか痛いの？」 
巨人はかすれた声で答えます。 
                 
「食べ物を出しすぎちゃって、力が入らないん
だ。みんな、ごめんね・・・」 

 

 

6 
 
村人たちは、巨人に、食べ物をもらいすぎたこ
とを後悔しました。 
 
「僕たちが食べ物をもらいすぎちゃったせい
だ。どうしよう。悲しいよう。」 
 
「私たちで巨人さんを助けてあげられないかな
あ。」 
 
「前は、あんなにきれいだった巨人さんが、 
すごく汚れちゃっているね。そうだ！巨人さん
の体をきれいにしてあげれば元気になってくれ
るんじゃないかな。」 
 
「そうだ！それがいい！」 
 
 

 

7 
 
村人たちは、巨人の体をきれいにしてあげるこ
とにしました。 
草原ではごみを拾い、川をきれいに掃除しま
す。 
「巨人さん、元気になって。」 
みんな一生懸命に、巨人さんを元気にするため
に働きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 
 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

村人たちが、力を合わせて掃除をしたおかげで、きれいになった巨人さんは、みるみる元気を 

取り戻しました。    

「ありがとうみんな。みんなが僕の体をきれいにしてくれたおかげで、元気になったよ。」 

 

「巨人さん、今までごめんね。僕たちは巨人さんから食べ物をもらうだけじゃなくて、 

お返しをするべきだったんだ。これからは、巨人さんから食べ物をもらった分、 

体をきれいにしてあげるね。 

 

巨人は、そんな村人たちの優しい気持ちが嬉しくて、今までより、より一層おいしい食べ物を 

たくさんみんなに、ふるまいました。 

 

そうして、巨人と村人は、お互いを支えあいながら末永く、一緒に暮らしました。 

 

めでたしめでたし。 

 

そういえば                     

この村と巨人には名前があるんだ。この村の名前は「地球」。 

この巨人の名前は、「自然」と言うんだって。 

 

おーしまい。 

 



 

第 1 分科会 インターアクトの国際理解と社会奉仕活動 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー 安行 英文 
 

■1994 年三田ロータリークラブ入会 

■プロフィール 

 (独国立法人)兵庫中央病院受託研究審査委員   

 (公財)神戸 YMCA 監事  

 (社福)神戸いのちの電話評議委員 

 (社福)ひょうご障害福祉事業協会(はんしん自立の家・はりま自立の 

家・しそう自立の家) 理事              

 (社福)神戸保育会(神戸保育園・神楽こども園・元町キッズルーム) 

第三者委員 

 曹洞宗 観世寺・興聖寺住職 

 民生児童委員(21 年)・人権擁護委員(9 年) 

■ロータリー歴 

 地区国際奉仕委員長 

2023-24 年度 国際ロータリー第 2680 地区ガバナー 

 

【分科会のご紹介】 

国際理解を伴った社会奉仕活動には長期の計画とそのための親和性のあるプログラムをどう組み合わ 

せていくかが問われる。 

 単独のインターアクトクラブや提唱クラブおよび地区委員会の横のネットワークをどう結びつける 

か、総合マネジメントとしての役割の重要さ。 

 分科会では当地区の取り組み(紙芝居と国際貢献の結びつきを軸に説明)あるパーソナリティは、新 

たな文化に出会ったとき、これを吸収してそのパーソナリティを発展させていくことができるが、別 

のパーソナリティはこの変化に対応できず、自らのパーソナリティを変容し崩壊させることがある。 

したがって青少年たちに異なった価値体系の価値と文化の受容を促すためには多くの触れあいの交流 

ネットワークづくりが必要であると思われる。このことからも国際的なネットワークをどう構築する 

かの示唆も考える。 

 

【分科会報告】 
 

まず、現在の我々が直面している世界の状況について概略的に説明を行った。 

それは世界は、食料を満載し安全装置を完備した豪華客船が十分な乗船スペースを残しながら航海

している。(客船の内部は 1 等から 4 等まで区分されている)、このような豪華客船数隻のまわりに

は、中型船や小型船のみならず、ボートも航海している。さらに多くの人々が溺れかかりながら泳

いでいる。そして毎日 5 万人くらいの人が溺れて死んでいく。豪華客船からは時々まわりの船や泳

いでいる人に食料や必要な物資が投げられる一方で、客船で毎晩行われるパーティで余ったご馳走

は海に捨てられる。溺れている人以上の空き定員がある中で、全員を救うか、部分的に救うか、そ

れとも誰も救わないかという選択に直面しているのが、私たちの地球の現状なのである。さらに、

検討しなければならないことがある。第１に、現在の状況を余力をもった豪華客船と泳いでいる人



 

とたとえることが正しくても、もし客船がその余力を使って泳いでいる人を救出すれば、将来、客

船のキャパを上回る人々が誕生し、やがて客船は沈没するかもしれない。第２に客船に救い上げた

人々に客船で毎日提供されているのと同じサービスを提供すれば、やがて客船の食料はすべて消費

され客船内の全ての人々が飢えるかもしれない。第２の問題は単に貧困と飢餓だけの問題ではな

い。地球上の 80 億人全てが、現在、先進国が享受しているのと同等の生活をしたならば、地球環

境が回復不可能なまでに破壊されるということも、含まれるのだ。つまり、将来予測を踏まえて、

現時点で救うか救わないかという選択がされねばならないということだ。 

第 1分科会では、3班に分かれて以下のようなテーマで話し合っていただきました。 

 

①将来の危険を回避するために、彼女ら／彼らを救わないことは認められるのだろうか 

②貧困の放置は罪か 

③私のものは私のものか(自分で得た利益は、どう使おうと自分で使う所有権がある)、この直感は

正しいか 

  

以上の課題を話し合うことで、遠く離れていても、同じように援助の手を差し伸べることの大切さ

は、違いがないということ、さらに見て見ぬふりはやはり罪悪感があるのではないか、あるいは自

分が所有していても様々な過程を経て今ここにあるのだが、実はその中身をみると本当に自分が所

有しているのかどうか疑問をもってもらい、討論をしていただいた。 

 あらためて、国際理解が自分にとって他人事のような感覚にならないことを第 1 分科会で話し合

っていただきました。 

 

また、当地区での平和のための取り組み事例として 3 年間にわたるみつばちプロジェクトから、環

境から国際平和への「環境の紙芝居コンテスト」とひまわりの種、ローターアクトとのウクライナ

までの支援ルート「アジアンルート」の構築の話で終わりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

ローターアクトとの取り組み  地区環境の保護委員会との連携 
 
2021-22 年度（吉岡ガバナー）  
・2021 年 9 月 12 日  

RID2820 の世界ロータリー 奉仕デーへの参加要請 
 ・2021 年 9 月 第 1回｢環境｣に関するアンケート実施  
・2021 年 12 月 安行 DGN が地区内 RAC へ、環境への 

ミツバチの重要性に対する啓発活動を勧める  
・2022 年 1 月 安行 DGN から全国ローターアクト研修会で 

発表予定のみつばちプロジェクトを説明、協力要請  
・2022 年 3 月 全国ローターアクト研修会で当地区 RAC が 

 みつばちプロジェクトを提案 
 

2022-23 年度（阪上ガバナー）  
・2022 年 8 月 安行 DGE,阪本渚子 RA 地区代表と みつばち 

勉強会の講師京都産業大学高橋純一准教授を訪問  
 
・2022 年 9 月 委員会にて㈱一成の木下社長から テーマ 
「自然環境調査から見えてきたもの」講話  
 
・2022 年 12 月 みつばち勉強会開催  
 
・2023 年 1 月 みつばちプロジェクトを地区 RA に引き継ぎ 
 ロータリーらしい環境への取り組みを考えるため「環境 

倫理入門」を教材として執筆者の一人である中原佳子委員を 
講師として研究 

○環境の紙芝居の応募を受けて 
各インターアクトクラブが独自の 
アイデアで紙芝居を作成 

○地区大会発表からの取り組みの説 
明 

○ひまわりの種の意味 

○保育園・幼稚園への地域奉仕 
○アジアン・ルートの意義 
○平和への取り組みで国際理解へ 

○委員会が主体となって、アクト・ 
インター・学友・財団・米山に環境 
の紙芝居の応募要項を考え、発送 

○作品応募１９点、ガバナー補佐の委 
員会・ガバナー・ガバナーエレク 
ト・ガバナーのミニーで選考 

○2024 年３月２日の地区大会本会議 
で環境の紙芝居コンテスト優秀賞の 
発表・実演 

○各クラブに優秀作品とひまわりの種 
を配布 

○各地の保育園・幼稚園から紙芝居の 
配布を多数要望が殺到 

○ひまわりの種とともに配布・次年度 
へ継続 

インター・ローターアクトとの紙芝居 地区環境の保護委員会との連携 



 

第 2 分科会 インターアクトの組織と運営 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー 三木 健義 
 

■2002 年姫路ロータリークラブ入会 

■プロフィール 

 総合建設業 株式会社三木組 代表取締役 

（姫路市内の総合建設業） 

（一社）兵庫県建設業協会 理事 副会長 

（6月 14日総会終了時より会長となる予定） 

■ロータリー歴 

 2014-17 年 インターアクト小委員長 

2020-21 年 青少年交換小委員長 

 2021-22 年 青少年奉仕委員長 

 

2013-14 年 姫路ロータリークラブ幹事 

2017-19 年 姫路ロータリークラブ会計  

2023-24 年 姫路ロータリークラブ会長 

 

 

【分科会のご紹介】 

2020 年から始まった、新型コロナウイルス感染症の影響は、2023年 5月に 2類から 5類に分類が変更

されるまで、社会生活に大きな影響を及ぼしてきた。インターアクトクラブの活動も例外ではなく、

人と人との直接的な触れ合いの機会が制限され、マスク着用の状態や、画面越しでの会話をせざるを

得ない中、校内でのクラブ活動はもとより、対外活動も難しい状態が続いていたと思われる。その結

果各地区でも集合しての事業開催が困難となり、インターアクトクラブの会員維持増強が難しい状態

が続いてきたのではないかと想像される。現在その影響を脱しつつある中、より魅力ある活動が持続

的に行えるように、また未成年者の参加する活動への留意点や、インターアクトクラブはロータリー

クラブと学校が相互に関与していかなければならないという特殊性を考慮しつつ、より効果的な組織

づくりと運営を行うために、各地区が抱えている問題点や、解決に向けての取り組み方法等の意見を

出し合い共有することにより、今後のインターアクトクラブの組織と運営の方向性のヒントとなる分

科会を目指す。 

 

【分科会報告】（2グループに分かれてのディスカッション） 

【分科会報告】(２グループにわかれてのディスカッション) 

A グループ 進行役 第 2680 地区 三木 健義（姫路 RC） 

B グループ 進行役 第 2680 地区 白井 良夫（伊丹 RC） 

１.  自己紹介と各地区の現状の説明（2グループに別れて自己紹介と現状発表） 

２．様々なテーマについて意見交換（抜粋） 

 

●海外研修・国内研修・その他国際理解活動について 

・海外研修についてはコロナ禍期間実施できなかったという報告が多かった。 



 

・海外研修については、積極的にロータリーだから出来る活動として取り組む地区と、そうで無い地

区の温度差を感じた。 

・代替案として、他地区と連携してインターアクトクラブ同志の交流を中心にインターアクト活動を

行い、海外研修に匹敵する事業の報告もあった。 

・海外研修を実施していない地区では、国内地区同志での合同研修を実施したという事例発表があ

り、アクト同志の交流を実現すると同時に、お互いのアクトの活動の活性化に繋がっているとの報告

があった。海外研修に変わる研修としての実施を地区単位で検討、取り組むことも重要だと思われ

る。 

・国際理解の活動として、ロータリーの他の活動である、米山記念奨学会との交流や、青少年交換来

日生との交流も含めて進めたという報告があった。 

・ある地区では、インターアクト・ローターアクト・米山も含めたイベントを実施し、台湾からも参

加があったという報告もあった。 

・ある地区では、国際交流に力をいれており、台湾での海外研修を予定しているという報告もあっ

た。 

・海外研修（アジア・台湾）を実施している地区では、やはりアクトの通常の活動では経験できない

こともあり、活動モチベーションを維持できる効果は見られる。しかし、未成年の事業でもあり、よ

り危機管理の重要性が増している。 

 

＜＜RIJYEM による支援についての要望もあった＞＞ 

・インターアクトの研修については、海外、国内を問わず、顧問負担が大きく、地区インターアクト

委員会、提唱ロータリークラブのロータリアンの準備、実施における関わりが求められた。そうでな

ければ、今後の実施は難しくなるという意見もあった。 

 

●情報の共有について 

・上記他地区インターアクトクラブと連携した事業実施には、他地区の顧問の先生と連絡し、協同で

企画・実施が必要だが、地区を越えたネットワークはないので、他の地区にどんなクラブがあるかと

いう情報や連絡先が分からず、情報共有の必要性を感じている。 

・ロータリーネットワークや、RIJYEM などで、国内連絡先情報をまとめることができないかという要

望もあった。 

・顧問を含めロータリアンと以前はメーリングリストで連絡を実施していたが、現在は SLACK を利用

して連携している(資料共有も含め)という報告もあった。 

 

●年次大会 

・地区では、年次大会などの会場捜しや、会場費の高騰などの困難な状況を受け、開催についての懸

念が多くの地区から提示され、ホスト校での実施など学校側とのコミュニケ-ションを、顧問を含め

た学校側とロータリアンと密に行っているという意見があった。地区によっては地区内をエリアに分



 

けて分散開催を検討・実施している地区もある。 

・同様にある地区では、生徒の人数が多すぎて困っており、体育館では集まるのが難しいという報告

もあった。 

 

●ロータリーと顧問教諭（学校）とインターアクトクラブとの連携について 

・ロータリアンと顧問の会合（顧問会）の重要性について多くの意見があった。 

・コロナ禍の影響で、学校への訪問機会も制限を受けたため、提唱クラブとの交流も途絶えていた。 

・地区委員会に顧問教諭が参加しているという地区もある。 

・先生の働き方改革の流れは今後ますます強くなり、公立校の存続に影響がでるおそれがある。私学

校についても、学校毎に判断基準が違うため、より地区委員と顧問教諭がコミュニケーションをと

り、学校管理職との交流を活発にしななければならない。 

・学校との関わりをロータリーが持つことで円滑な運営ができるため、定期的な交流の必要がある。 

・ロータリアンと顧問教諭がより情報交換を実施することにより、ロータリーの活動の理解、インタ

ーアクトの活動の理解が双方で深められる。 

・学校の理事長、校長の理解がないと顧問教諭の理解があっても、話が進められないこともあり、提

唱ロータリークラブと校長の話し合いによる理解が必要。 

・インターアクト・ロータリー双方の例会交流や提唱クラブ行事へのインターアクター招聘など関わ

りを持つことで、お互い活動内容を知る機会にもなる。 

 

●インターアクトクラブの状況（コロナ禍での会員減少と会員増強） 

・コロナ禍で、ほとんどの地区で活動の制限を受け、アクト会員の減少傾向が見られる。 

・昨今の生徒数の減少・顧問教諭の環境の変化などの要因で、特に公立校での新設・維持が難しくな

っている。その一方新たにインターアクトクラブ設立の予定をしている地区もある。 

・ボランティア部としての位置づけになりつつあり、ロータリーのインターアクトから若干乖離が生

じている。またアクトも他の部活との兼部メンバーが多く、活動に参加できないなどのケースも多く

報告された。 

・ボランディアクラブと見られているケースも多い。奉仕という概念が正しく伝わっていない。  

・『インターアクト』とう表記は何をしているのかわかりにくい。参加して初めて理解できる。 

・インターアクトという名前を考慮するべきでは？何をするところなのか、説明を受けないと名前だ

けでは判断できない。 

・生徒が他の部活動との兼部が多いことを踏まえて、活動内容やボランティア活動だけをする部では

なく、他のアクトとの交流を通して成長を目的としている部分をアピールして、より魅力的なクラブ

として他の生徒へ紹介している。 

・顧問教諭の理解も必要だが、インターアクトの活動に兼部であることを活用して、兼部先の部員へ

の参加案内をするケースもある。 

・海外研修は会員増強において魅力的ではあるが、青少年交換扱いとなり、危機管理上難しくなって



 

いきている。 

・会員増強については、進学・就職に有利という側面が追い風になる場合もある。 

・ロータリーが行っている青少年交換プログラムをインターアクターに紹介してはどうか。 

・年によっては、ボランティアをしたい生徒が多い時もあり、会員状況は様々である。 

 

●インターアクトの活動の活性化・理解促進及び運営サポートについて 

・奉仕活動の意欲（熱量）はロータリーと生徒とどちらが高いのだろうか？ 

・インターアクター同志の活動で影響を受けるケースもあり、一生関わりたいボランティア活動に発

展する場合もある。 

・インターアクト以外でも、ボランティア赤十字など一生関わるものを目指すケースもある。 

・対象年齢が同一なので青少年交換事業に参加する場合もある。 

・活動できる機会の提供が大事で有り、そのためには情報の共有が必要である。 

・キッカケ作りには、顧問教諭の影響力は重要である。 

・一般ロータリアンは、インターアクト部門を担当しないと内容が分からないこともあり、ごく限ら

れたメンバーしか理解できていないケースもあり、提唱クラブから地区委員会参加や、クラブ内・地

区においても単年度ではなく、3年程度の任期も必要である（事業理解・引継ぎを円滑にするため） 

・一番大事なことは、インターアクトについてのロータリアンの認知度を向上させ、地区委員の育

成・増強をすることであり、それが今後のインターアクトの活性化につながる 

・クラブのサポートが大事になる。清掃活動、海岸の清掃なども含め。 

・ある地区では 2 ヶ月に 1 回ロータリアンがインターアクトクラブを訪問しているという事例発表が

あった。 

・ある地区では、海外研修が 100 人以上となり、顧問主導ではなくロータリーが主導で行って欲しい

という要望もあった。 

・インターアクターがロータリーの例会に参加したり、イングリッシュコンテスト、日本語学校でジ

ャッジしたり、スピーチ発表をしているという事例発表もあった。 

・ロータリークラブによってサポートの熱量は違うケースもある。 

・様々な意見の中で、ローターアクトクラブとの連携を深めてサポートを強化していこうとする動き

も見られた。 

 

３．まとめ 

・インターアクトの様々な活動は、実は関わるロータリアン自身を見直す場にもなる重要な活動であ

る。若いインターアクターを、様々なロータリーの青少年奉仕事業へと導き、青少年交換プログラム

や、卒業後のローターアクトクラブへの入会、さらにはロータリーファミリーへと成長していくよう

サポートすることが重要である。 

 

 

 



 

第 3 分科会 インターアクトと危機管理 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー 黒田 建一 

■1991 年西宮夙川ロータリークラブ入会  
2016 年 4月 西宮イブニングロータリークラブ入会 

■プロフィール 一般弁護士 
■ロータリー歴 
 2011～14 年、2018～19 年 各年度  RYLA 小委員長 
 2014～15 年 2023～24 年各年度   青少年奉仕委員長 
 2015～16 年、17～18 年、21～23 年 各年度 青少年奉仕副委員長 
 2015～16 年度 ロータリー財団副委員長 
       補助金小委員長 
 2014～16 年、2017～24 年 各年度  危機管理委員長 
2021～22 年 学友副委員長 

 2021～22 年 第 14 回全国 RYLA 研究会地区実行委員長 
 2022～24 年 ローターアクト副委員長 
 2022～24 年 DEI 副委員長 
RIJYEM 設立時より         RIJYEM 研修部門委員 

 
【内容のご紹介】 

色々なケースを想定し、危機管理についての意識を確認する。 
〔問題〕兵庫県にある甲ＲＣがスポンサークラブである乙高校のインターアクトクラブ（以下、 
「乙ＩＡＣ」といいます）では、春休み中に長野県のスキー場へ２泊３日のスキーツアーをしまし 
た。このツアーには、インターアクターが男子５名、女子５名計１０名と付き添いとして乙高校教員 
２名（男女１名ずつ）、甲ＲＣロータリアン５名が参加しました。 
◇ ツアー前の準備について注意すべきこと 
◇ ツアー中、付き添いロータリアンの一部は夕食時にお酒を飲んでおり、食事中、ロータリアン 

は高校教員にもお酒を勧めていた。 
◇ ツアー２日目になると、あるロータリアンはインターアクターの女子生徒には「○○ちゃん」 

と名を呼ぶようになった。 
◇ ツアー最終日、記念撮影を撮ることになったが、最年長のロータリアンが女性高校教員の 

Ｃ先生を自分の隣に座らせ肩に手をかけた。そのロータリアンはツアー中その教員に 
「付き合っている人は居るの」とか「休みの日は何をしているの」等の質問をしていた。 

   この件については、後日Ｃ先生から乙高校を通じて甲ＲＣに抗議がなされた。 

 
第３分科会では３班に分けて事例形式によるディスカッションを試みました。 

事例形式の場合、テーマは明確であり、解答も概ね決まっているところから、ディスカッションの運営は

さ程難しいものではありませんでした。私は１日目に分科会も念頭においてファシリテーションの創始者で

あるＣ.ロジャーズの観点から司会の問題を解説しましたが、テーマが決まっており、その解答も一元的であ

る今回の設例の場合、各々の設問についてメンバーの補足的意見と体験談が話され、これに対し、他のメン

バーからの意見と体験談が加わるという形が多く見られたと思います。 

各分科会では多数の意見が述べられ、個別的な紹介は出来ませんが、どの地区においても未成年者で構成

されるインターアクト活動においてはロータリアン、教員と生徒の三者間の問題があり、具体的には会合で

の飲酒、保険の重要性、ＬＧＢＴＱ対応、発達障害対応、略称（さん、君など）問題から、ハラスメントが

生じた場合の対応、更には女性会員から見たロータリーにおける女性の立場やそもそも女性が入会困難な根

本的問題に至る迄１時間余りの時間内で盛り沢山の問題点が出され、情報交換をすることができました（分

科会各班の内容について当日分科会終了後報告がなされました）。 

危機管理の問題は地区によって状況が異なり、どの地区にとっても他地区の情報が得られる今回の様な分

科会は貴重な機会になったものと思います。 

 



 

分科 テ マ 基づ フォ  ム 分科  表  

※当日 フォ  ム 表 様子 テ プ起          
 

イ       国際理解   奉仕活動 つ   

 

 

【  ダ 】第 2 8 地区 安  英文 三田 C  

 

第 1 科会 は、       が取り組むべきも  国際理解は う社会奉仕に関連づけてやる

かということも含めた形を お話し合いをしていただきました。  

国際理解っていう は大変難しい すよ。関心を向けていただくとしても、我々にはメデ   から

 情報しか ってこ い。じゃあ、そこ 何が きるかということは、大変難しい。まして       

 方々にそれを実践してもらおうと思ったら大変だと。だけ 、 私が昨日言った「 e  now Do」 

我々がやるべきことという は、「 う うべきか」 は い すよ。絶対それやっちゃいけ い。「 

うあるべきか」 ん すよ。  

我々は うあるべきか す。何を うべきかは考え い す。 うあるべきかを常に、  ダ とい

うも は   答していか きゃいけ いと。それによってみん がついてくると思います。 すか

ら、最初に申し上げた り、beす わち「 うあるべきか」ということを常に我々は思っています。「 

う うべきか」 は い す。 

思い出しますけ 、私は  ド最北部、ネパ   国境近くへ きました。そこは、 エ ズ村という村

 、女性 権利が いところ す。こ 人たちはやはりね、ネパ   側 女性 方が、働き口が い

    ドに雇われていくん すけ 、とても 活が き く、こ 辺りは女性 相続権が いところ

 す。 独り身に ったり、離婚をしたり、 それから、 涯独身  された女性 方々には、財産相続権

が い。 、村に れる権利も いっていうこと 、皆さん、女性 方だけが集まって暮らしてる村っ

ていう がたくさんあります。  

そうすると、働き口が い  、 うしても売春してしまい、エ ズ村と言われるほ 、エ ズに罹患し

て帰ってくる。こ よう 孤立した村っていう は  ド 北部にたくさんあります。 、ここにやはり

     が ってますよ。  

 僕はそこに調査に って、 ん ことしてたかというと、フェ    ドをしていました。それは何かと

いうと、女性たちに働き口が い  、 T シャツに手 いろん 色 ペ      していくん す

よ。そ カ フ  Tシャツを   に乗せようということ 、市販化するま に、   ド 人たちに

そ 製品を買い上げていただき、各国を回っています。  

昨日  ビ やってましたよ、障  人たち 絵を売って、世界的にこう関心を向けると、 ouis 

Vuitton  人たちとかが買い付けに来たりする。 そういう新しい   を開発するという は国際的

 理解が必要 、我々はそういう   ナを張っておか ければ、 子供たちあるいは        

人たちに、そういうことも きるよ、ああいうことも きる、お手伝いぐらいは きるよっていうこと

を言え い。そういう情報発信っていう は、いろん ところから皆さんに関心を向けていただく。

我々  科会 は、最後に すね、 ういうところに目標を置いてやるかということも申し上げまし

た。 戦略的 ス   ジ っていう は、我々は大き 山 頂上だけを示し、後 目標、戦術について

はいろん ところから  デ をもらえばいい。 ぜそうするか。 大き 山 頂上に目標だけ 戦略

を置いとくと、 こから もそ 山 頂上を見れるから ん すよ。そうすると、 みん はそ 頂上を

第  分科  



 

見れるから、ダ    に上がる か、ジ ザ に上がる か、車  く か、歩いていく か、橋をつ

ける か、そん も はそ 頂上を見えるからいろん ことが きるん す。そ 大き 頂上 戦略

的 も だけを我々が う示すかっていうこと すね。そこ考え いと、 国際理解も地域 理解もそ

ういう社会奉仕も き い。そこを我々指導 側 、       委員 皆様々、地区 指導  

方々もそこを見据えていただきたい。 そこが大き 狙い あって、我々は若い人たちと共に く目標

設定、そこに彼らに 由に発想を与えてあげるということ、大き 頂上を示すということを う考える

かってことだけは我々は考えていったらいいか という風に思っております。答え  い 題を 科

会 はやりました。主にこういう  マ 考えていただいて、皆さん 発想を持って すね、 きっかけ

作りしていただければ大変嬉しいか ということ 、 し 科会   班に けて お話し合いをし

ていただきました。それぞれ ご準備が きると きていると思います。代表 方にお話しいただきた

いと思います。 

 

【1 班】2   地区 I 氏  彦根総合高 学校 I C  

 

失礼します。2   地区滋賀県 彦根総合高 学校          から参りました。 簡単 

すけ 、ちょっと説明をさせていただこうと思います。  

 1 班は      7名、   名 計 1 名     デ スカッショ をさせていただきまし

た。 議題をいただいたん すけれ も、「将来 危 を回避するために困っている方を救わ いこと

は認められる だろうか」という議題 話をさせていただきました。皆さん、 己紹介をしていただく

中 、            題点や、取り組みについていろいろ意見が欲しいというよう ご相談

 した  、そ 話し合いを先にさせていただきました。  

  、いろん 意見が出てきたん すけれ も。本題がある  ちょっと時 は かったん すが、本

題に っていく中 、各地区 、国内、国  わずいろん ところに研修に っていただいてるとは思

うん すけれ も、 そ 困っている方を救わ ければ ら い かっていうところ 答えは か か

 いん すが、現地に って研修すること 、現状を知り、奉仕する心を意識づけさせることが大事 

  は かろうかというよう 意見を頂戴させていただきまして、最終的には、救われたも は 次に

救うも に ることが きる  は かろうかという意見 最終終わったという感じ す。以上 す。 

 

 

【2 班】第 2 2 地区  氏 仙台  C  

 

まず、第 2     方が、「貧困 放置は罪か」というとても重たい命題をいただきまして、これ

につきまして、まず       名、           先  人、それから       あり

            ある 1名を合わせ 1 名 活発に議論をすることが きてよかった と思

っております。皆さん方にまず感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。さて、そ 上 、 

私も大変勉強に ったん すけれ も、 マザ   サ 言葉を出していただいた方がお二人いらっし

ゃいまして、「無視するこ く知ること」、これが大切 んだと。「貧困 放置という は罪か」という 

 マに対するまず基本的 考え方じゃ いか と。そして、そ 上 、高校  すから、 実は学習指導

要領 中に総合的 探  時 がございます。そ 総合的探  時   われている手法を取り 

れていくことも大切 んだよね、 D s 中も貧困という  マがある しょというよう 話を含め

てさせていただきました。2番目は、 やはり、そう言っても高校 に づいてもらえるよう 、そうい



 

う認知する目を育てていく環境を作っていきましょうということに りました。そして 番目として

は、そういう認知してもらうことを経た上 、奉仕する心を育み、地域や世界に良いことをしようと 向

かっていけるよう 方向性が、        が出てくればいいねということ 、我々     は

話が終わりました。ありがとうございました。 

 

【 班】2 8 地区 F 氏 滝川中学校 高 学校 I C  

 

皆さん、こんにちは。2 8 地区滝川高校          福山 ございます。      7

名、   名  活発 意見を わすこと きました。 班   マ ん すけれ も、「私 も は私

 も か、    得た利益は う使おうと、   使う、所有権が、こ 直感は正しいか」という非常

に難解 お題を与えられました。 、いろん 意見出たん すけれ も、まず結論としましては、もう 

  利益は   も  あるという は、それはいいんじゃ いかという意見 す。 、ただし、こ 

利益という は 銭的 も じゃ くて、知識とか経験とかそういうも を含んだ上  利益、これは

   も  いいだろうと、 ただし、それは社会と共有して初めて価値が出るんじゃ いかというよ

う ことを       皆さん おっしゃいました。私欲 追 それ 体は決して悪いも じゃ い

だろうというよう 意見もやっぱり出まして、 例えばこうド ッカ  んかは「私的 強みは公益に 

る」と。社会奉仕的観点からそうつ がるん あろうと。  

 あるいは、面白かった は空 さん 話が出まして、空 さん んかも、 決して欲は否定して い

と、ただし「大欲を持て」みたい ことを言われるってこと ん すね。それ何かというと、私的 利益

追 じゃ くて、公益を めてるんだという話 。 結局そういうことが きる は、個々 経済的 活

が安定して初めて きるところもある  、そ  己利益は否定し いと。  

 そういうところも、昨日 吉岡パス  バナ  フォ    、深川先  ところ 述べられてました

けれ も、「      たるも 、奉仕活動に憂き身をやつすこと かれ」みたい こと言われてるん

 すけ 、こういうことを含めて言われた か みたい 話に りました。  

 そ 上  すね、じゃあ        関わり うするべきかって話に ったん すけ も、 今 

子供たちって、こう、草食みたい こと言われます。知識欲も物欲も いんだと。結局そういうことだ

から、考えもし いし、次活動も まれ いと。 、それは うしたらいい かみたい 話もありまし

た。 

私 身 経験 言うと、実は 前、今井鎮雄先 に同じよう 質 したことありまして、今井先 は何

て言われたかというと、「ただ単に経験させてください」と言われただけ す。それ一言だけ した。結

局そん 話もしてたん すけれ も、皆さんも同じ 、やっぱりお だけじゃ くて      が得

た知識とか経験、良質 そういう経験を       に伝えることによって、       は次に社

会 題に づき、何をしていいかって繋がるんじゃ い すか。 そういうことを伝えることが我々  

     命 すかねというよう 話に っておりました。長く りましたけ 、そ 他 国際活動    

現状  、非常に有益 情報  が きました。 

以上、 班  活動報告 す。ありがとうございました。 

 

 

イ       組織 運営 つ   

 

【  ダ       】第 2 8 地区 三木 健義 姫路 C  

第2 科会は、        組織と運営という表題 、12名程度     2    に かれ

第 分科  



 

て    デ スカッショ を いました。 

 2    とも、コ ナ禍に於いて、        活動が制限されていた状況から、現在  よう

に各地区 活動が展開されているか発表していただき、それに基づき議論を進めていきました。 

 第     につきましては、1 人 メ バ  議論を いました。各地区 コ ナ禍後 状況を

報告いただく中 、やはり、  研修を、以前は っていたが現状は難しい状況 、他地区     

      と連携して国内 研修を実施しているという報告や、地区内         奉仕 枠

組み 中、あるいは、米山       ファミ  を含めた枠組み 中 、会合を持って     

活動へ 理解を深めていこうという活動報告もありました。 

他地区と  流を実施する中 、日本全体 他地区と連絡先を共有 きる  ッ フォ  がまだ

構築されてい い  、各地区 状況や連絡先が から いという報告もありました。今後、そ よう

   ッ フォ   構築を望む要望もあり、また地区内     諭や       と 情報連携

についても様々 実施状況 報告がありました。 

そ 中 大事 ことは、        へ 機会 提供 、そ 機会を受けることによって、  

が触発されて、活動に前向きに るという  スもあり、  同士  流 中 、          

として ん 活動をしようかという  デ も出てきたという報告もありました。また、様々 意見 

中 、          に従事している   活動に対する意欲と      関係しているメ バ

 とそれ以  メ バ  や学校 活動に関わる意欲     マも出てきました。 

出された意見 中 、学校                  関わり 中 、学校      活

動 理解が非常に重要 、連携をス  ズにするために、  を         例会 に呼んだ

り、学校を訪 したりすることを して学校側に十 理解を得られるよう努力したり、定 的  流 

機会を持って学校 理解を得るよう 活動をされたりというよう 報告もありました。こ よう 活

動はコ ナ禍  し途絶え 味に り、徐々に復活されているよう す。 

会員増強についても、学校 理解を得た中 、        が兼部していることも多いことか

ら、そ 状況を活 して           活動に、他    活動   を呼んだりすること 、

会員増強に繋げて きたいという報告もありました。 

そ 他 報告 意見として、コ ナ禍から何 か経ち、新たに          を作っていこうと

しているという報告や、  研修を復活していきたいという報告もいくらか出ておりました。また、『 

      』という名称が中身を理解しにくい名称 は いかという意見もありました。様々 意見

があり、まとめ切れませんが、実りある活動が各地区 今後展開されることを祈念し報告と致します。 

 

【     】第 2 8 地区 白井 良夫 伊丹 C  

  

第２    につきましては  JEM 津留副委員長にも参加をお願いして  名 メ バ  議

論を いました。集約報告にもありますように両    共にコ ナ禍後         活動状

況 課題や地区として 関わり方  置かれている状況は似 っていることがわかりました。第２  

  としては           研修を う地区も多く、実施について 意義は大きいが、相手国

と 調整やス ジュ  管理 地区負担 地区小委員会、  捻出、   諭と 情報共有、   と

 コミュニ  ショ    昨今    働き方改革に伴う   諭負担 軽減策  も協議された。

また未成    研修 ある  、危機管理   について  JEM 果たす役割確認  にも重点

において協議を  い、  JEM 津留副委員長に今後   JEM 関わり方についても情報共有



 

した。地区によっては  研修を危機管理上  題から わ い 、国内 地区連携   他地区 

           流を活発にしている地区 報告から、国内地区同志  流を促進する方向性

 一致した。そ ためには     としても各地区    奉仕活動 情報   きる     

ネッ ワ   必要性も提案されました。 

最も大き  題として、やはり     として        をはじめとする   奉仕活動へ

 関心を上げることが重要 あります。スポ サ    として 学校と 関わりや 流  は勿論

 こと、   内      や地区       へ 認知度向上こそが、より活発    奉仕活

動 動力と ります。   内一部 担当会員、地区小委員会だけ は くこ          奉

仕活動 素晴らしさを伝え、         更 る成長 姿を一緒に感じていただけると地区委

員 育成 増強につ がり、今後        活動が     と共により活発に ることを願い

ます。     として如何に関わるか？今後 こ 研究会を じて発展していくことを祈念して報告

とします。 

 

イ       危機管理 

 

 

【内容 ご紹介】 

色々   スを想定し、危機管理について 意識を確認する。 

〔 題〕兵庫県にある甲ＲＣがスポ サ     ある乙高校            以下、 

「乙ＩＡＣ」といいます  は、春休み中に長野県 スキ 場へ２  日 スキ ツ  をしまし 

た。こ ツ  には、        が男子 名、女子 名計  名と付き添いとして乙高校 員 

２名 男女 名ずつ 、甲ＲＣ       名が参加しました。 

◇ ツ  前 準備について注意すべきこと 

◇ ツ  中、付き添い       一部は夕食時にお酒を飲ん おり、食事中、       

は高校 員にもお酒を勧めていた。 

◇ ツ  ２日目に ると、ある      は         女子  には「○○ちゃん」 

と名を呼ぶように った。 

◇ ツ  最終日、記念撮影を撮ることに ったが、最 長       が女性高校 員  

Ｃ先 を   隣に座らせ肩に手をかけた。そ       はツ  中そ  員に 

「付き合っている人は居る 」とか「休み 日は何をしている 」  質 をしていた。 

   こ 件については、後日Ｃ先 から乙高校を じて甲ＲＣに抗議が された。 

 

 

 

【  ダ   班】第 2 8 地区 黒田 建一 西宮  ニ   C  

 

こんにちは。黒田 ございます。第   科会 方は、今日 パ フ ッ につけておりますけ 、設

 事例形式    いました。 題は、ここに書いてある り ん すけ も、a、b、c、それぞれ 班

に大体 1 人ぐらいに かれました。私は 班 あと 班 事はわかりません  それぞれ報告をい

ただきます。こ  題 体は非常に典 的   スをあえて書いております。今、挙手 いろいろ答え

を聞いても、おそらく 9 パ セ  以上 人は同じ答えに る可能性 あるよう 設 に ってい

ます。ただ、   スバ   スっていうこともある  、必ずしもそれ 全てが うだっていう風に言

い切れ いも   いことは いし、実際、 科会 中 もいろん   スを想定しました。元々事例

形式という は、相対的 部 があります。事実関係が全部 かってるわけじゃ いということに り

ます  、こういう ベ  場合には うするかっていうことを考えます。もう一つ 余談に るかもわ

第 分科  



 

かりませんが、今 72時    、こ 場合に、 日 しか い  そ 事例に対して刻々 事実究

明をするっていうことは非常に難しい。つまり、こ 程度 事実を知った上 、じゃあ うするかって

いう判断をし ければいけ いっていう意味 は、事例形式 やるってことは多 参考に るか 

と。本当 意味  事実究明そ も は、さらにまた時 をかけてやっていくっていうことが必要に

 る。そういう意味 は、 72時     申し立て あった場合に、 I に報告するとかそ 時点 

は地区     判断する時には、 こういった事例形式 ベ  事実がよく かってい い段階 判

断をしていく場合 考え方、やり方か っていう風には思っております。 班 は、もうこ  題に関

しても、私を れても 1 人ぐらい 人数 すから、非常に活発に意見が出ていました。全部言うわけ

にいか いん すが、答えそ も は大体想定 りということ 、特に申し上げませんが、残念   

 しだけ加えますと、私は今回、 題 中にジェ ダ   題をある程度意識して れてるわけ すけ

 も、今 1番難しいか と思う は、   TQ  題 すね。こ  題に関して、皆さん 意見を聞き

ました。答えそ も がすぐに出るわけじゃ いし、最終的には、それぞれ   ス、   TQや他 

言い方が色々たくさんあって、多いも  は 14ぐらい頭文字が繋がってるよう すから、簡単に答え

が出る 題じゃ く、そ 場 適宜判断するということに らざるを得 いということ。あとは、最近

いろいろ 題に ってる例えば色  題、男は 、女は赤とか、そういうことが今、否定されている。

あるいは、女 子に対しては「さん」、男については「くん」とか、今はもうそういう区別をし いという

よう  題がある。そういったことはか り活発に話がありました。うち  班は4人が女性、4割、

心理学的には4割を超えると、女性、男性共に 数 あることを意識せず、  が確立 きるという

ように言われております。ちょう 4人 すから、そういう部  、そ 女性会員として何か 題は 

いか  といろん 質 しましたが、ただ、増強 委員会じゃ い   うかとは思ったん すけ 

も、増強 観点からいくと女性特有 難しい 題、例えば家事とか 拘束されることが多い。直接お話

聞くとそ 現実が見えます。女性会員を増やせと言っても、そ  題を解決し いと確かに簡単には

増え いとか、いろん ことを考えさせられました。危機管理を超えた、     全般 お話しが 

きたと思っております。  

  班 報告を終わります。 

 

 

【 班】第 2   地区 M氏 高槻西  

 

もう黒田さんが大変きちんとまとめられたん 、我々  班 出てきたも いくつかご紹介いたし

ます。1つ目  話を前に、準備について注意すべきことに関連して、昨日も報告がありました。 I へ

   中に手術という事態に ったということに関連して、いろいろ事前 準備はしてるけれ も、 

じゃあいざ実際に  に った時に うするかということについて、やはり 準備不足というよりも、

いろいろ想定し きゃいけ いことがあったということ す。例えば手術 同意書を得ることにして

も、   は日本にいる、連絡を取り、誰がサ  するかということ も苦労されたっていう話 すと

か、日本語 わかる  、たまたま った  は日本語  かる医 もいてか り助かったよう す

が、そういう 題があります。日本語 訳 いる  にするとか、24時 看  ついてもらう、これ

は  から人が来るらしいん すが、そ   を多  現  払わ くてはいけ い、そういうことを

めぐる苦労とか、大変参考に るお話を伺うことが きました。  

 事前準備 関係 は、学  身に中身を理解させ きゃいけ い。   時にはいろん 大変 枚

数 書類を作りますけれ も、学  身に読ませて書かせる、   が世話して学 は実は何も知ら



 

 かったということは、やはりいざという時  対応について不十  あろうという話が出ました。 

2つ目 ツ  中 飲酒 すけれ も、 これは実際、我々 班は8人 したけれ も、各地区によ

ってやっぱり実態が異 る。子供にもちろん飲ませてはいけ いん すけれ も、先  りあるいは学

 が同席してる場  飲む場合もある。了解を得て飲ん るということ 、    が起きて いとい

う地区もありますし、もう一切飲ませ い地区もあります。学校 先 は、もちろん学校  事中に酒

を飲むわけじゃ い すか、 そういうことにも配慮して一切飲ませ いという。 し実態 違いはあり

ますけれ も、未成   前 お酒を飲むということが ましく いという方向は、おおむね皆さん共

  理解だったと思います。これは、未成  に飲酒 機会を与えるか よう 場を作ら いという

面と、もう 1つは、こ 設  後ろにもありますが、      いろん  事 中 、  コ  が

 ると      が    を起こす、これは毎 起こしてるわけ すね。やはりそれをいかに避け

るかということが重要だということだろうと思います。  

また、お酒が ってということから関連して、いろん 実態 話が出ましたが、お酒以  すと つ

目 セ シャ ハ スメ  として、例えばハ  すね、  に  した子供がホス ファミ   にハ

 されるという、それが嫌だというよう ことを言ってきて、それに対し ドバ スしたとか、そん 話

もありましたし、 「手に手つ い 」も、地区によっては、学 も抵抗 くやってるから大丈夫だという

ところもありますし、いろん  訓から、 もう手を繋が い 「手に手つ い 」をされる地区も出て

きてますし、そういうお互い いろん 情報があるということがわかりました。  

 あと、直接には関連しませんけれ も、      、ホス ファミ  から、虐待 すか、 ご飯が非

常にわずかしか出 い。 、そ 子供は んとか色々切り抜けて、   炊飯したり  して 1  を

終え無事帰り    には ら かったそう すけ 、そういう 題もあるということ す。やはりい

ろん   スがある。それに対して、  した学 に対してきちんと満足 いく対応、何かあった時に

地元   学  カウ セ   り、カウ セ  がそ 時対応 き い時には、  元に連絡させ

るという、そういうことを事前にきちんと研修しておか きゃいけ いということと、そういう事例が

あるということ、これ各地区 持っていらっしゃると思うん すね。それをやはり共有していく、そ 必

要性があるということ 、何かそん 工夫が いだろうかというお話がありました。実際、 IJ EM 

全国 研究会やる場合も、   バシ   題もあります  具体例を出さずに、実はこん ことがあ

ったという情報が、共有するようにしてきているようには理解してますけれ も、委員も変わります

し、子供も変わる中 危機管理としていろん 事例があるんだということを紹介していく必要がある

と、そういうことも話に出ました。  

 我々Ｂ班は以上 す。ありがとうございました。 

 

 

【C 班】  

 

はい。Ｃ班 す。今回  内容 紹介から すね、 進  方から大きく けて つ あろうという話

 した。事前準備、初っ端 すね、やっぱりこういう 題は増えてそう すけ も、やはり事前準備がち

ゃんと われて いことが多いということがありました。そ あたりも含めて、方法論 は1番最初に 

事前準備、企画する段階  すね、 こま やる かというところが大切 あるということ す。そし

て、事前準備 すから 先 現地調査を必ず って、特に子供たちを連れて く場合は   、診療所

を必ずチェッ をしていく必要があるということ。 



 

 そして、持っていく常備薬 ん すけ も、そ 薬に関しても すね  とか、それからついていく 

     に関して、     は い かをやっぱりチェッ していく必要があるん は いか と

いうことは出ておりました。そしてそ 準備企画をやっていく か 、そ        身に すね、

やはり大切  は「見守り」だということは言っておりました。ちゃんと子供たちについていく、  し

ていく先 だけに任せるん は くて、子供たちを、        を見守る人をつけていく必要が

ある。  

 ただ、そ 場合に必要  は、そ 見守り隊ということ やるん すが、飲酒をし い人をつけてお

くっていうことも大切ということも言っておりました。そして すね、飲酒  題は、 本来、未成 が

参加している場合はやっぱり飲酒はやっぱりダメ しょっていう が本来 意見だった す。 そうだ

と思うん すが、やはり先 方によっては部屋飲みをされることも多いということを聞いております

  、そ 辺り、      としてそ 部 は う しょうか。飲酒はやっぱりやめておくべき は 

いか 。もし子供たちに何かあった時、   に く時に車 運転が き いと、 応急処置が き 

いと ってくると大き  題に ってくる可能性があるということも出ておりました。そして最後呼称

については「○○ちゃん」いう読み方はやはり良く いだろうと、「さん」付け 呼ぶ が妥当 は い

かと 意見が出ておりました。  

 そして すね、あと、そ ハ   題 すね。こ 部 はやはりパワハ 、セ ハ に っていきます

  、質 内容 あるとかそ 部 については  を付けていく必要があるん は いか と言って

おりました。そして、これら  題すべてが      、        、    つ  題だけ 

は いということが最終的に出ておりました。      として、社会上  念に乗っ取り、本当に模

範を示すメ バ  あるということがやっぱり大切 は いか と思っております。こ あたり 今回

 Ｃ班 結論とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

総 評 
 

第 11回全国       研究会    三木 明 姫路 C  
 

昨日、今日と大変長時 ありがとうございました。大会  マとしまして「未来   ダ を育てる   

  」ということ 、まさに若い人々と関わる私たち 1番 大命題 あります。若い人たち、未来   ダ

 を育て ければいけ い、これが大変大切 現在       方向性 あります。総評と申しますより、

私から感謝 言葉を述べさせていただきたいと思います。本当にありがとうございました。       

をはじめ、      、そして       、今は事情が変わりましたけれ 、米山とか、若い人々と接す

る機会が ん ん増えておりますし、先ほ 申しましたように、     は若い人々、未来   ダ を育

てる が大き 役割 あります  、そ よう ことに関わってくださっている皆様方 こ 熱意、 動力

に心から敬意を表したいと思います。 

賀川記念館 馬場一郎先 、そして深川純一パス  バナ  、ご本人は「一番弟子」だと言っておりま

すけ 、吉岡さん、1 番弟子は私 ございまして、吉岡さんは  番目か 4番目。私と吉岡さん   はそう

いう議論がしょっちゅう戦わされております。 永遠 課題 す。 

賀川豊彦さん、深川パス  バナ  お 2 人とも弱 に涙する心 持ち主 ありまして、      標

語、“ ervice not self”無私 奉仕という風に言われております。今は” ervice above self” すけ

れ も、 そ “ ervice not self” 世界にお2人は きておられた。これは私たちにとって大変学ぶこ

と 多い世界 あります。  たち ことは置いといて、他 に 何かお手伝いしよう、手を貸そう、 きる

ことがあれば ん もお手伝いしますよと、そういう 持ちがお 2 人 お考え、そして 動から読み取るこ

とが きて、学ぶことが大変多いこと ございました。 

環境紙芝居、大変楽しく見ましたけれ も、そ 後   たかがおっしゃっていました。お かけ くても

いいこと きるんだね。まさにそれは私たちが をつか ければいけ い。若い人々に対して、お をかけ

ればいい、声をかければいい、そう は くて、そ   デ を彼らから正しく き出す、そして彼ら  動

力に任せることを、そん ことを私たちは謙虚に考え ければいけ い。 

ただ支援する、 助する、 助 を出す、支援 を出す、そして口を出す。そう は くて、彼ら  動力、

  デ に謙虚に耳を傾け、学ぶことが私たち 役割 は いかという風に思います。私たちはいろいろ 

  デ を出しますけれ も、決して押し付けがましく は くて、 彼ら 考えを尊重し ければいけ い

 す。 

昔、大阪         黎明 に 土屋元作という素晴らしい      がいらっしゃいました。土

屋大夢     、「大き 夢」と書く号をつけておられますが、大 県出身 ジャ ナ ス  す。朝日新聞に

勤めておられたと思います。そ 号    っていう は、「大き 夢」と書きますけれ も、ニュ ヨ   

  ズとか  ド    ズ そ    をご   号につけて活躍 さった方 あります。今 言葉 い



 

 適切か うかちょっとわかりませんけれ も、彼 当時 言葉 い 、彼は「若い人たちに仕事をさせて

みよう、老人 思いも及ばぬ素晴らしい働きをする あろう」そん ことおっしゃったことがあります。これ

は 1   近く前、もっと前かもしれません。私たちは、そ 若い人たちが持つエネ   や考え を彼らか

ら学ば ければいけ い。私たち 数十   人 だけが素晴らしいも  は くて、今これから きよう

としている若い人たちが、 ん ことを考えているんだ、何を考えているんだ、 ん 未来を夢見ているん

だろう、そん ことを私たち 身が謙虚に考え ければいけ いということも学んだわけ あります。それ

 、先ほ 白井さんからお話ありましたけれ も、ポ   サ  を作ってほしい、これ すね、これ。ぜひこ

れを携帯 取っていただいて、ちょう 次 度 開催地 あります長野県 地区からわざわざおい くだ

さいました桑澤一郎さんが、ほんとに手作り 努力して作ってくださったポ   サ   あります。これに

は      最新情報が盛り込まれております。後ほ 開催地 ご紹介いただく時に、桑澤さんからもう 

 し詳しく内容的にもお話いただけると思います  、ぜひこれをご活 いただきたい。      中 

も、まだあまりご存じ  い方もいらっしゃいますけれ も、   先 方も      新しい情報をお

取りいただいて、 今     が ういうこと考えているんだ、これから何をしようとしているんだ、そん 

ことを っ張り出していただければありがたいと思います。 

 し時 が早い  すが、総評と申しますより、お礼 言葉に代えさせていただきたいと思います。次 

度は長野 桑澤さん 地区、そしてそ 次は福島、そ 次は ちょっとまだ公表は き い  すが、ほぼ決

まっております  、ぜひ来 も再来 もそ 次も皆さん方 お目にかかることを楽しみにしております。

そして、今 こん ことあったんだよ、来 はこうしようねっていう、そういう情報  を、ぜひしていただ

ければありがたいと思います。よろしくお願いします。2 日 、最後 締め 言葉 はありませんけれ も、

本当にありがとうございました。感謝申し上げます。 

  



 

次回開催地紹介・ホスト地区挨拶 
 

第2   地区 桑澤 一郎パス  バナ  茅野 C  
 

ご紹介いただきました 2   地区 長野県 、2 21 22  度  バナ を務めました、桑澤と申します。 

今日お時 をいただいて、来  4 月開催予定 次回全国 I 研究会 ご紹介とお願いに参りました。

そ ために、昨日から 2 日 、大変勉強させていただきました。2 8 地区 皆さん      や   

    に対する熱意を参考にさせていただくとともに、私        フはまだまだだ という風に

ひしひしと感じました。そ ぐらい、皆さん      に対する思い、また   に対する思いが大変勉

強に りまして、本当に来て良かった という風に思っております。 

実は、私        フは   奉仕活動が中心 した。特に       は、    提唱ももち

ろん すが、地区 委員を  、それから委員長を  経験しまして、そ 後、   奉仕委員会 委員長

を   やっていました。       には私 身、非常に思い れもあります。2   地区       

 をちょっとご紹介しますけ も、基本的には独 性を尊重するんだということ 、私たちは活動を指導し

ています。現在、12            があり、18 名ぐらい         が活動しております。

京都 開催された第 4 回 研究会に出させていただき、それをきっかけにいろいろ取り組みを変えてまい

りました。まず、それま  、7  やっていた台湾研修という をやめ、それよりも各          独

 に  たち きちんと考えた奉仕活動また研修活動をやるように指導を変えていきまして、そ 結果、

実は非常に       活動が活発に りまして、今 よう    数、人数にま 増えてきているという

現状がございます。これからは すね、もっとそれを発展させて、 主独立みたい 形        、つ

まり、     がこうし さいってやる以上に、彼らにもっと  たちが何をすべきかっていうことを考え

させるところから       活動をやっていこうと。各地区 皆さんもそうだと思うん すけ 、多  

資 を       につぎこむじゃ い すか。     もだんだん縮小する中 、  たち 奉仕活動

 、元資をチャ        たち 稼い いく、そして奉仕をしたり研修したりするという考え方に し

シフ していく必要があるんじゃ いか という風に考えております。先ほ から 、皆さん 発表 中に

 すね、私も 科会をちょっと聞かせていただいたん すけれ も、     ファミ   ネッ ワ  化

というも はこれから し課題に ってくるんじゃ いか と思います。  ジェ さん、サポ  体制を整

えていただいております  、やはりそ 辺 力を借り がら、       とそれから       と、

あと     、米山もそう すけ も、こういった人たち ネッ ワ  、そういったも を試みて きた

いという風に思います。次回        研修会は、これら ことを  マに、こうした方向性を見出す

よう 、より具体的 スキ が身に付けられるよう 研究会にしたいと思っております  、ぜひ皆さん多

数 方ご参加いただいて、これから        、また   活動全体をもっともっと盛り上げていく

よう 、会にしていただきたいという風に思います。お待ちしております  、ぜひよろしくお願いします。 

ちょっと携帯を出していただいて、カメ を拡大をして読み取ってください。実は、先ほ 仙台 ご紹介

もあったん すけれ も、2   地区         サ  があります。ぜひ、あと 参考にご覧くださ

い。また、先ほ ジャパ      ポ   サ   お話があって、三木さんからわざわざご紹介をいただ

いたん すけ も、そういったネッ ワ  側がうまくいけば、情報共有 ために皆さん 共  サ  って



 

いう を立ち上げることも可能かと思います。 1 つ 基盤と言いますか、参考 すね、そういったも に 

るように、これから2   地区         サ  を変えて こうかと思います  、ぜひ参考にして

いただいて、またご意見あればいただければと思います。 あと、私、実は第2地域   PICという公共 

メ ジコ デ ネ    佐という役も仰せつかっておりまして、今盛んに ゴ ことを厳しく ってきて

おりまして すね、大変僭越   すが、こ  ゴはちょっと違うん すよ。これはもう完全にオ    せ

い ん すけれ も、当初オ   が 違った旗 使い方を皆さんに提供してしまって、旗はこれ すと言

われて、多 オ    作られたと思うん すけ 、向こうにある旗が正しい使い方 す。あれはもう完璧 

使い方 、旗 ここに地区番号を れるっていうこと ん す。 これ、 ゴに” otary sponsored club”

と書いてある は、ここに提唱   名を れ さいっていう案内だったん すよ。案内だった に、そ 

案内  をそ まま れてしまいました。私、実はオ   に電話したん すよ。違うぞって言ったん すけ

 、いや、これは  I からこういう風に言われているん すって言い張っていたん すね。皆さん、こ 旗、

私 地区 も すね、だんだん変えていか きゃいけ い と思っていて、皆さんが来 お越しに るま 

には全部委員長にお願いして変える予定にしております。実はこ サ   ところに、My   T   には 

ゴ 作成画面があるん すが、そこに直接飛ぶよう    を作ってあります。パソコ からしか き い

ん すけれ も、パソコ から  セスしていただければ、皆さん             ゴも、組み合

わせが    きるように っています  、ぜひそれを使っていただければという風に思います。 

先ほ  ジャパ      ポ   サ  をもう一度出してください。これは皆さん、       方

はす にご存知だと思いますが、先 方も、ぜひ  セスしていただいて、 ッ マ  してください。先ほ

 三木さんからお話ありましたように、      が今 ん ことやっているかということもぜひご理解を

いただいた上 、  たち 指導をお願いしたいと思います。すいません、長く りました。以上が私 次

 度 研究会へ お誘い メッセ ジ あります。ぜひ多く 方にご参加いただきますよう、お待ちしてお

ります。よろしくお願いいたします。 

 

ジャパ ポ   サ   https://www japanrotary club/home 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.japanrotary.club/home


 

第 11 回全国インターアクト研究会参加者名簿     ※ 敬称略 
 

ロータリアン 

地区 氏 名 クラブ 地区役職  

2500 曽我 浩昌 帯広北 地区インターアクト委員長  

2510 福見 隼人 札幌東 インターアクト委員長  

2520 加藤 雄彦 仙台 ガバナーノミニー  

2520 佐藤 知樹 仙台 地区インターアクト委員長  

2530 泉田 征慶 浪江 ガバナーノミニー  

2530 大木 和彦 須賀川 青少年奉仕委員会 委員長  

2530 吉田 隆夫 船引 インターアクト委員長  

2540 黒丸  雄平 横手 地区インターアクト委員長  

2550 中野 智之 宇都宮南 次年度年度地区青少年奉仕委員長  

2580 土崎 幸恵 東京東村山 地区インターアクト委員  

2590 青木  理 横浜南 次年度地区青少年奉仕委員長  

2590 古林 能敬 横浜南陵 次年度地区インターアクト委員長  

2600 桑澤 一郎 茅野 パストガバナー  

2600 小池   晃 信州友愛 地区インターアクト委員長  

2610 吉谷奈艶子 高岡北 地区委員長  

2610 上原 邦弘 小松 地区副委員長  

2620 小泉 久司 甲府西 ガバナーエレクト  

2620 小栁 守弘 浜松北 インターアクト小委員会 委員長  

2620 北村 公一 南アルプス    

2640 谷  宗光 和泉 ガバナー  

2640 坂東   剛 高石 地区インターアクト委員長  

2640 岡本 弥生 河内長野高野街道 次年度地区青少年奉仕委員長  

2650 德尾 隆次 京都西 次年度地区青少年奉仕委員長  

2650 宇野 晃成 武生 地区インターアクト委員長  

2650 藤本 邦宏 彦根南 地区インターアクト副委員長  

2650 飛田 幸平 福井北 地区インターアクト副委員長  

2650 小島 裕史 京都平安 地区インターアクト委員  

2650 倉田 智史 奈良大宮 地区インターアクト委員  

2650 永井 智宏 近江八幡 地区インターアクト委員  

2650 才門 俊文 京都洛中 地区インターアクト委員  

2650 下村由加里 奈良西 地区インターアクト委員  

2660 片山  勉 大阪東 パストガバナー  

2660 大橋 秀典 東大阪東 ガバナーエレクト/地区青少年奉仕統括委員長  

2660 間石 成人 高槻西 地区危機管理委員会 副委員長  

2660 山本 博之 大阪東 地区インターアクト副委員長  

2660 磯田 郁子 大阪東淀ちゃやまち 地区インターアクト委員会 委員  

2660 小阪 大輔 高槻    

2660 贄田  淳子 大阪西南 地区インターアクト委員会 委員 

 

 

 

  

 

2660 荻原美津子 大阪西南    



 

地区 氏 名 クラブ 地区役職  

2660 佐藤多加志 大東 次年度地区インターアクト委員長  

2660 生駒 智人 大東 地区インターアクト副委員長  

2660 中野 秀一 大東 次年度地区インターアクト委員会 委員  

2670 夏見 良宏 丸亀 ガバナーエレクト  

2670 荻田 智子 高松北 青少年奉仕委員長  

2670 高岡   淳 伊予三島 インターアクト委員長  

2670 中村 秀樹 高松   

2670 阿部 真弓 今治 インターアクト委員会 委員  

2670 村上 佳孝 阿波徳島 インターアクト委員会 委員  

2670 岡﨑 秀仁 高知ロイヤル インターアクト委員会 委員  

2680 三木   明 姫路 ロータリー財団管理委員・元 RI 理事  

2680 安行 英文 三田 ガバナー  

2680 吉岡 博忠 伊丹 パストガバナー  

2680 矢坂 誠徳 神戸西 ガバナーエレクト  

2680 城    守 姫路 ガバナーノミニー  

2680 白井 務子 姫路 ガバナーノミニー・デジグネート・青少年奉仕委員会 副委員長  

2680 山口   宰 神戸西 次期地区代表幹事  

2680 黒田 建一 西宮イブニング 地区青少年奉仕委員長  

2680 田中 賢一 伊丹 地区青少年奉仕副委員長  

2680 舟元美智子 神戸東灘 地区青少年奉仕副委員長  

2680 奥田   裕 神戸モーニング 地区学友委員会 副委員長  

2680 贄田   肇 宝塚 地区インターアクト小委員会 委員長  

2680 前田 隆則 伊丹 地区インターアクト小委員会副 委員長  

2680 三木 健義 姫路 クラブ会長・地区インターアクト小委員会 委員  

2680 藤縄 修平 尼崎西 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 横山 裕行 宝塚 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 大前 裕樹 篠山 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 金子 敬之 柏原 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 永松 潔和 神戸 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 飯田美奈子 神戸西 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 永田 哲也 神戸垂水 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 壁屋   香 神戸西神 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 山本裕一郎 神戸中 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 大西   能 明石 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 中谷 佳弘 明石東 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 後藤 直樹 西脇 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 島田 雄宇 洲本 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 尾上 克具 神崎 地区インターアクト小委員会 委員  

2680 藤田 信樹 三田 地区青少年交換小委員会 委員  

2680 白井 良夫 伊丹 地区 RYLA 小委員会 委員  

2680 鎌谷 正弘 姫路 クラブインターアクト委員長  

2680 河野 貴司 神戸西 次年度クラブインターアクト委員長  



 

地区 氏 名 クラブ 地区役職  

2680 西田 俊一 芦屋 次年度クラブ青少年奉仕委員長  

2690 佐藤  芳郞   国際ロータリー 理事  

2690 有元   稔 岡山南 地区インターアクト副委員長  

2700 濱野 良彦 福岡東南 ガバナーノミニー  

2700 山本 啓之 若松中央 地区青少年奉仕委員長  

2700 安増 惇夫 宗像 地区ラーニングファシリテーター  

2700 八島 英孝 福岡南 地区インターアクト委員長  

2700 溝江 典江 福岡東 地区インターアクト副委員長  

2700 永田   充 福岡西 次年度提唱 RC インターアクト委員長  

2710 佐古 隆司 広島南 地区インターアクト委員長  

2720 小橋 雅之 大分臨海 インターアクト委員会 委員  

2730 安川   潔 宮崎南 次年度地区インターアクト委員長  

2740 石坂 和彦 大村 ガバナーエレクト  

2740 森   広康 大村 次年度地区幹事  

2740 德川  清隆 唐津 地区ロータリーファミリー委員長  

2740 川島 雄輔 唐津 地区インターアクト委員長  

2750 水野   功 東京飛火野 国際ロータリー 理事エレクト/RIJYEM 副理事長  

2750 宮崎陽市郎 東京三鷹 ガバナー  

2790 津留 起夫 市原 地区危機管理委員長/RIJYEM  

2770 北條 健二 川口鳩ケ谷武南 インターアクト委員長  

2780 林   雅巳 鎌倉 インターアクト委員長  

2820 太田 秀夫 日立港 インターアクト委員長  

2820 柴沼 博之 土浦南 インターアクト委員  

2830 松山 隆志 野辺地 地区インターアクト委員長  

 
インターアクトクラブ 
地区 氏 名 提唱クラブ 学校名  

2510 田中 文佳 札幌モーニング 札幌龍谷学園高等学校  

2610 小坂 英洋 金沢 遊学館  

2620 小笠原里枝 南アルプス 白根  

2650 今西 正樹 彦根南 彦根総合高等学校  

2650 水谷 友梨 武生 武生東高校  

2660 三本杉博美 大阪東 開明中学校高等学校  

2660 濵田  賢治 大阪西南 追手門学院大手前中・高等学校 学校長  

2660 宮本佳世子 大阪西南 追手門学院大手前中・高等学校  

2670 野住 幹生 今治 FC 今治高等学校 明徳校  

2680 吉田   究 篠山 篠山鳳鳴  

2680 箱木 和子 神戸 神戸山手女子高等学校  

2680 福山 太一 神戸須磨 滝川中学校・高等学校  

2680 澤江 由奈 神戸垂水 神戸国際大学附属高等学校  

2700 上田 順一 福岡西 福岡大学附属大濠高等学校  

2710 柴田   優 福山北 英数学館中・高等学校  

2720 高瀬 文徳 竹田 大分県立竹田高等学校インターアクトクラブ  

2720 安部 耕二 宇佐 柳ヶ浦高等学校  

2750 長谷川圭美 東京府中 明星学苑 1 



 

 

第 11 回全国インターアクト研究会実行委員会 
 

 大会委員長  RI 理事  佐藤 芳郎（岡山南） 

 大会副委員長  RI 理事エレクト  水野  功（東京飛火野） 

 大会副委員長  RIJYEM 理事長  上山 昭治（東京武蔵野中央） 

 大会副委員長  ガバナー  安行 英文（三 田） 

 顧 問      ロータリー財団管理委員  三木  明（姫 路） 

 委 員  ガバナーエレクト  矢坂 誠徳（神戸西） 

 委 員  ガバナーノミニー  城   守（姫 路） 

 委 員        ガバナーノミニー・デジグネート  白井 務子（姫路東） 

 

 地区実行委員長  黒田 建一（西宮イブニング） 

 地区実行副委員長 田中 賢一（伊丹） 

 ・プログラム担当委員長  贄田  肇（宝塚） 

 ・総務担当委員長  白井 良夫（伊丹） 

 ・会場担当委員長  舟元美智子（神戸東灘） 

  

委  員  代表幹事 若林  学（三 田） 

 委  員  次期代表幹事 山口  宰（神戸西） 

 委  員  次々期代表幹事 三木 健義（姫 路） 

 委  員    インターアクト小委員会副委員長  前田 隆則（伊 丹） 

 委  員 RYLA 小委員長 北川 博崇（川 西） 

 委  員 学友委員会副委員長 奥田  裕（神戸モーニング） 

   

 



 

 

実行委員長：D2680　黒田建一

会計担当　RIJYEM　津留起夫

(単位：円）　　　2024/6/25

項　　　　　　　　目 収入 税込 内訳 摘　　　　　　　　要

（収入の部） 登録費単価

前年度繰越金 0 本会議：RTn・学校関係者：12,000円 、懇親会：8,000円：RTn・学校関係者：

登録費 2,216,000 一式 RTn：106名、学校関係：16名　（合計122名）、登録地区数：28地区

雑費 20,900 一式 弁当代②　個人負担分現金集金（6/19）

受取利息 0

収入金額合計 2,236,900

（支出の部） 支出 税込 内訳（本体） 摘　　　　　　　　要

1.　会場費 845,075

207号室（6/15-16） 383,900 349,000 会場費（本会議、分科会）

36,300 33,000 会場備品費（演台、ステージ、手元ランプ、テーブルクロス）

75,900 69,000 映像・音響・通信（プロジェクター、マイク、WiFi、LANアクセスP）

38,775 35,250 参加者ペット飲料

307号室（6/15-16） 174,900 159,000 会場費（分科会）

4,400 4,000 会場備品費（演台、Wボード）

7,700 7,000 音響・通信（ハンドマイク、スタンド、LANアクセスP）

306号室（6/15） 94,600 86,000 実行委員会スタッフ控室

28,600 26,000 スタッフお弁当①　（会場手配）

２.　懇親会費（307号室） 785,510

94,600 86,000 会場費

675,510 614,100 懇親会飲食料理

5,500 5,000 会場備品費（ステージ）

9,900 9,000 音響・通信（ハンドマイク、スタンド、WiFi、LANアクセスP）

３.　 実行委員会経費 113,243

3,564 ①　神戸阪急（リーフギフト代：看板作成御礼）

22,890 ②　機材リース費２泊３日（モノカリ　SONYビデオカメラ３台三脚付き）

9,630 ③　配布パンフ印刷用紙代 1250枚105gA3 （アスクル）

56,100 51,000 ④　事前準備会議代　2024.6.9 （神戸駅前研修センター）

6,947 6,315 ⑤　機材リース費　（パンダスタジオ・レンタル公式サイト）ボイスレコーダー

6,137 ⑥　行事参加者傷害保険（三井住友海上）　6/15・16　（非課税）

7,480 ⑦　施設備品弁償代（Amazon　HDMIケーブル）

495 雑費（振込手数料）

４.　謝礼 83,411

講師 50,000 ⑧　社会福祉法人イエス団賀川記念館（講師：馬場一郎様）

33,411 ⑨　RI理事E　水野　功様　（個人・源泉税込）

支出金額合計 1,827,239

収支差額 409,661 ※収支差額会計処理：RIJYEM預り金処理（次年度実行委員会へ30万円前渡する）

第１１回IA研究会神戸会議収支報告書第 11回全国インターアクト研究会収支報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


